
 

 

 

《地域との連携》を続けて 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

広 報 紙 

－日立市男女共同参画 

社会シンボルマーク－ 

日立市女性センター指定管理者（日立市らぽーる協会） 

協会は、これまでも地域と協力しさまざまな事業を推進してきましたが、「地域連携」という

言葉を意識し、深めていったきっかけがあります。 

それは、さかのぼること７年前。全国女性会館協議会の支援による「経済的に困難な女性のため

のパソコン事業」を開講することになり、急きょ講習会用パソコンが必要となりました。そこで協

力をしていただいたのが、「茨城大学」と「ＮＰＯ法人 おいもＪＯＰＯＴ」でした。“パソコンが

必要な協会”と“パソコンで地域協力ができるところを探していた団体”が上手く出会った瞬間で

した。 

その後も協会のホームページづくりやＳＮＳ講座をはじめとする事業への協力など、他の団体と

の連携の輪が広がっています。 
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学生講師によるパソコン練習 



特別支援学校中学部の感想から 

✿中学部のみんなでスマイルコンサートをやりま

した。ベルで演奏したり、歌ったり、おどったり

しました。私は、AKB48 のダンスをがんばりまし

た。初めてのコンサートでドキドキしたけど楽し

かったです。（1年 女子） 

✿ビリーブは最初ドキドキしましたが上手に弾け

て良かったです。ギターの演奏もすごく良かった

です。（２年 男子） 

✿ぼくは、ドレミのうたをリコーダーでふきまし

た。「ソ」と「ド」と「レ」をふきました。みん

なでうたって楽しかったです。（２年 男子） 

✿わたしは、スマイルコンサートのおひさまのたね

とドレミのうたとビリーブがたのしかったです。 

（３年 女子） 
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♪ビリーブ♪ 

１ たとえば君が 傷ついて 

  くじけそうに なった時は 

  かならずぼくが そばにいて 

  ささえてあげるよ その肩を 

    世界中の 希望のせて 

    この地球は まわってる 

    いま未来の 扉を開けるとき 

    悲しみや 苦しみが 

    いつの日か 喜びに変わるだろう 

    アイ ビリーブ イン フューチャー 

    信じてる 

このたび、女性センターで活動している「フレンドリーあんず」が、

『小平奨励賞 特別賞』を受賞されました。 

長年にわたり、東南アジアの子どもたちへの教育支援や日本語教室

の開催、文化交流事業の実施など、地域に根差した活動を続けられ

てきたことが評価され今回の受賞となりました。 

ご報告させていただきます。 

『小平奨励賞』とは… 

日立製作所を創業した故小平浪平氏の事業を記念した賞で、    

県内で長い間、地道に社会貢献をしてきた方やグループの 

功績を顕彰する賞で、（公財）日立財団と茨城新聞社が 

主催しています。 

主催講座から 2 つのグループが自主グループとして誕生し、友の会に加入しました。 

「５５歳からのパソコン講座」が『５５PC』として、「フラダンス～初夏の風にのって～」が『ティアレ』として、 

それぞれ活動することになりました。よろしくお願いいたします。 

【55PC 活動日】 毎週木曜日     午後 1 時～3 時 30 分 

【ティアレ活動日】 第 1・3 金曜日  午後 1 時 30 分～3 時 30 分 

その他にもたくさんの自主グループがありますので、ご興味のある方はぜひお問い合わせください。 

 女性センター祭り 

毎年１０月に行っている『女性センター祭り』では、多くの団体や

個人の方にご協力をいただいています。多賀中学校吹奏楽部、多賀さ

くら認定こども園の皆さんの演奏はとても素晴らしく、聴いている人

達を夢中にさせ毎回感動を与えてくれます。その他、市内の福祉団体

や多賀高校ボランティア部の作品の販売、健康づくり推進課による健

康チェックコーナーも好評です。昨年は新たに、JA 日立市多賀さんの

ご協力により、新鮮な野菜や綿あめの販売をしてお祭りを盛り上げて

いただきました。 

 

 事 業 

毎年行っている『女性のための創業塾』は、日立商工会議所と共催

し実施しています。これまで多くの方に創業に必要な知識や心構えを

学んでいただきました。実際に夢を実現させ起業している方がたくさ

んいることは嬉しいことです。 

 これまでには、茨城大学工学部米倉研究室の協力を得て、パソコン

講座を実施したり、女性応援プロジェクトを開催してきました。 

幅広い学生の知識を活かして丁寧にご指導いただける講座で大変好評

でした。 

 また青少年育成推進会議からは、事業補助として助成金をいただい

ています。子育て世代の方が講座に参加しやすいように、子育てママ

や子育てパパの講座に役立てています。今年は、子育てママ講座の『ス

クラップブッキング』と『ベビーマッサージ』の講座、子育てパパ講

座の『かんたん動物パンを作ろう』の講座へ充てられました。多くの

方に受講していただき、喜ばれました。 

多賀さくら認定こども園の演奏の様子 

多賀中学校吹奏楽部の演奏の様子 

茨城大学工学部米倉研究室が講師を務めた 

パソコン講座 

新 

グ
ル
ー
プ
紹
介 

特別支援学校中学部と友の会のグループによる『コンサート』は、3 回目を迎えました。 

今年は３５名の生徒さんと友の会の『ギターは友達』、『おりづる会』の協力により実施しました。 

中学部の生徒さんの元気溢れる歌や踊り、演奏や手話などに加え、『ギターは友達』のギター演奏、『おりづる会』には、

ちゅうりっぷを折っていただき、それをカレンダーにしてプレゼントをしました。 

生徒さんと保護者、そして観客の皆さんと一緒に歌を歌ったり、踊ったり、楽しいひと時を過ごしました。 

また、皆川会長がプレゼントを渡すと、「やったぁ～!!」という歓喜の声が湧きました。 

 今年は、支援学校の生徒さんがピアノの伴奏をし、みんなで合唱をしました。とても素晴らしかったです。 

 生徒さん達は、校外での発表にも慣れてきたそうです。今年も元気な顔を見せてくれました。お互い協力して事業を実施

するということは、励みになります。これからも連携し続けていきたいです。 

らぽーる協会は、男女共同参画社会の実現を目指した講座はもちろんですが、その他、地域や学校、団体

等と連携した事業も進めています。 

今回は、らぽーる協会が連携して実施している事業の一部をご紹介したいと思います。 

コンサートで中学部の

皆さんが歌ってくれた

「ビリーブ」の歌詞をご

紹介します。 

友の会ニュース 

http://www.irasutoya.com/2012/04/blog-post_8920.html
http://www.irasutoya.com/2014/04/blog-post_4545.html
https://ord.yahoo.co.jp/o/image/RV=1/RE=1488958245/RH=b3JkLnlhaG9vLmNvLmpw/RB=/RU=aHR0cDovL3d3dy5saW5lLXRhdHN1amluLmNvbS9zdGFtcC9vdXRsaW5lL2EwMTU1My0wLnBuZw--/RS=^ADBrrR0O0s6mRojUHgRhULOaIBw340-;_ylt=A2Riol2lYb5YN24AAhGU3uV7
http://4.bp.blogspot.com/-YHvTM4EYhkA/UZYk-n42ioI/AAAAAAAATIo/4yNDVAgl4-s/s800/gassyou_all.png


女性センター・鮎川体育館を予約したいとき…年に 1度の団体登録が必要です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

赤ちゃんが生まれたら？ 雨の日でも子どもと遊べる場所は？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

らぽーるサロン 

女性センター２階の「らぽーるサロン」は、打ち合わせや休憩、軽飲食などにご利用いただけるフリースペースです。 

1 階の事務室に声をかけてから、サロン入口の受付簿に記入しご利用ください。               

隣接の図書コーナーも使い方は同様です。 

✿ ✿          

使 用 料  １ヵ月 ８００円 

◆貸出期間  ６ヵ月 

◆対 象  生後１才ぐらいまでのお子様 

        日立市内在住およびその近郊の方 

◆予 約  月～金曜日 午前９時～午後９時 

        土･日･祝日 午前９時～午後５時 

       （12/29～1/3 休館日は除く） 

◆    土曜日 午前９時～正午（厳守） 

✽団体登録について✽                          

女性センターや鮎川体育館を利用されるグループは、年度ごとに「団体の概要届」の提出が必要

となります。利用したい日よりも早目に登録しておくと、電話での利用状況の確認と仮予約が可

能となり、その後の申請手続きがスムーズです。 

概要届はセンター受付で配布しており、登録には団体の会則や会員名簿が必要です。 

なお、登録に時間がかかる場合もあります。ご理解とご協力をお願いいたします。 

●発 行／日立市らぽーる協会（日立市女性センター内） 

〒316-0036 日立市鮎川町１－１－１０ Tel３６－０５５４・Fax３８－２４６０ 

ホームページ http://www.rapporthitachi.jp/  ツイッター @rapport_hitachi 

✿女性生活相談✿ 

☎ 0294-35-2215 

<相談時間> 月～金、第２・４土曜日 

午前 10時～12時／午後１時～4時 

女性の生活全般にわたる相談を受け付けます。 

※秘密は厳守します ※女性相談員が応対します 

✽ミニギャラリー✽ 

女性センター1 階のミニギャラリーでは 

グループや個人を問わず、作品展示ができ

ます。無料です。 

利用の仕方など、詳しくは事務室までお問

合せください。 

         

女性センター2 階の「こどものへや」は、有料の託

児サービスをしていない時には、自由に遊ぶこと

ができます。滑り台やおもちゃがあります。ご利用

前にお問合せください。 

＜貸出時間＞午前 9 時～午後 5時        

☆飲食は「らぽーるサロン」をご利用ください。     

☆片付け・掃除にご協力ください。             

http://www.rapporthitachi.jp/
http://www.irasutoya.com/2013/07/blog-post_6137.html
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